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～食材と作り手の、出会いとあゆみ～

取材・文・写真／新井由己

】編者産生【 回1第

きせきいもと芋髙生三

①収穫した中から形のいいものを選んで、翌年の種芋に残しておく
②潮風が当たる赤土の畑が、沖永良部島全体に広がっている
③芋づる式という言葉のように、つるの先にたくさん実が付いている
④奥に見える焼き芋機の内部は、熱風が循環してコンベクションオーブン
　のようになっている

②

③

④ ①

徳之島と沖永良部島に 1台ずつしかないと
いう焼き芋機に見入る、芋髙さん。

数カ月寝かせると甘みが増
して蜜が染み出てくる。

南っこ http://www.minamikko.com/


